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空き缶霧箱の作り方



¨ 1894年
スコットランドの科学者
ウィルソン（ C.T.R. Wilson）

¨ 1927年
ノーベル物理学賞を受賞

Charles Thomson Rees Wilson
1869 ‒ 1959, Great Britain Cambridge 
University, Cambridge, Great Britain 
The Nobel Prize in Physics 1927
“for his method of making the paths of 
electrically charged particles visible by
condensation of vapour”

ウィルソンの霧箱 （1912年頃の作）



飛行機のエンジンから
水蒸気と、すす や ちり が出る。

あたたかい水蒸気

すす、ちり

水蒸気が冷えると、
すす、ちりがきっかけとなって霧ができる。

飛行機雲

霧箱の場合は、
飛行機 ＝ 放射線（アルファ線など）

水蒸気 ＝ エタノール



実験の準備：
放射線をつかまえるワナをしかけよう！

さくせん ふうせん

作戦①「風船」
さくせん き

作戦②「そうじ機」



さくせん ふうせん

作戦①「風船」の場合

• 風船をふくらませて口をしばり、毛糸（ウール100%）でこすって静電気を起こす。
• 換気が悪い部屋の壁などに風船をひっつけておき、1時間くらい放置する。
• 時間がたったら風船を割る。



さくせん き

作戦②「そうじ機」

nそうじ機を30分から1時間くらい
スイッチオン！ ほこりを集めよう！

nそうじ機をこわさないよう注意！

紙パック式のそうじ機を使うときは
紙パックを外しておきましょう。

n空気がよどんでいる換気の悪い部屋がおすすめ。

nそうじ機のノズルの先をキッチンペーパーでおおい、
キッチンペーパーを輪ゴムなどで固定します。



・底が平らな金属缶 ・ドライアイス

・静電気を発生させるもの

塩ビパイプとキッチンペーパー、プラスチック下敷きと毛糸 など

・消毒用アルコール（エタノール）
・発泡スチロールトレイ、紙皿など

・スポンジ（２～３ｃｍ 2コ）

・ダブルクリップ ４コ ・黒い紙
・ラップ ・ビニルテープ

・はさみ



①黒い紙を缶の底にしく。

☞ここがポイント
缶の底が黒い紙でだいたいおお
われていればオッケー！
ぴったりと缶の底にくっつける。

②スポンジを2コ、ダブルク
リップで缶のふちに固定する。

③ダブルクリップの耳を折り
下げる。

黒い紙

スポンジ スポンジ



黒い紙

スポンジ スポンジ

④黒い紙をエタノールでし
めらせる。

☞ここがポイント
紙全体がぬれるように。
ただし「入れすぎはダメ」

⑤スポンジにエタノールを
しみこませる。

エタノールを
しみこませる

エタノールでしめらせる



風船作戦の場合：

⑥風船を割る。
⑦割った風船を小さくまとめる。

そうじ機作戦の場合：
⑥キッチンペーパーをはさみで長
方形に切る。
⑦キッチンペーパーの両端をダブ
ルクリップではさむ。

⑧容器の底にそっと置く。

☞ここがポイント
缶の底に置いたペーパーとクリッ
プをたおさないように注意。

作戦②のキッチンペーパー

ダブルクリップ

作戦①の風船（割る）



⑨ラップで缶をおおう。

☞ここがポイント
缶の下はラップでおおわない
ように！

⑩缶のまわりを一周するよう
にビニールテープをまいて、

缶の中にエタノールをとじこ
める。

ラップ （なるべくピンとはる！）

ビニルテープ（またはワゴム）



はっぽう

⑪発泡スチロールトレイの上
にドライアイスをおく。

☞ここがポイント
かん ま なか

ドライアイスが缶の真ん中あた
りにくるように。

おお しっぱい

ドライアイスが多すぎると失敗
します。

ドライアイス

ドライアイスは

素手（すで）で
つかまないこと！

はっぽう
発泡スチロールトレイなど



⑫部屋を暗くする。

⑬缶をドライアイスの上
におく。

⑭風船・キッチンペー
パーのまわりを懐中電灯
で照らす。

⑮缶の底が冷えると、エ
タノールの霧が見えてき
ます。



⑯プラスチックの下敷きを毛糸で10回くらいこす
る。

または、塩ビパイプをキッチンペーパーで10回くら
いこする。などにより、「静電気」を発生させま
しょう。

②静電気が発生したら、ものさしやパイプを、
そっとラップにかざしましょう。

①と②を何度もくりかえしましょう！
（くりかえすほど成功率が上がります）


